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■北海道 
●北海道 
    (株)辻商会 旭川市 TEL.0166-47-2771
    (有)まるふく八田商会 上川郡 TEL.0165-34-2457
(株)アシスト・フクダ 函館市 TEL.0138-48-2000
(有)プロス 江別市 TEL.011-380-2633
    (株)ビークル 苫小牧市 TEL.0144-51-8008
    (株)ケーエー車輌 北広島市 TEL.011-377-5577
(株)空知オートパーツ 赤平市 TEL.0125-34-4100
    (有)オカダオートパーツ 河西郡 TEL.0155-62-6833
    釧路オートリサイクル(株) 釧路市 TEL.0154-57-3718
    (株)ボールド 北見市 TEL.0157-66-5775
(株)ライズコーポレーション 札幌市 TEL.011-802-2121

(株)南商会 札幌市 TEL.011-882-1770

■東北 
●青森県 
    (有)むつパーツ むつ市 TEL.0175-22-1021
    (株)エコブリッジ 八戸市 TEL.0178-38-6558
●秋田県 
(有)サン・アール 由利本荘市 TEL.0184-22-5740
(株)現代 鹿角郡 TEL.0186-29-3990
●岩手県 
(有)三陸パーツセンター 下閉伊郡 TEL.0193-81-1155
●山形県 
(株)永田プロダクツ 酒田市 TEL.0234-43-1272
●宮城県 
(株)西武オートパーツ 大崎市 TEL.0229-23-3071
(有)大友自動車工業 名取市 TEL.022-386-2461
(株)アイエス総合 登米市 TEL.0220-21-5153
●福島県 
    (株)福島リパーツ 郡山市 TEL.024-946-1180
(有)安澤商店 西白河郡 TEL.0248-27-1736
(有)富山商会金屋工場 郡山市 TEL.024-944-1280
(株)オートセンターＮＡＯ 大沼郡 TEL.0242-55-1055
    (株)ナプロアース 伊達市 TEL.024-573-8091
(有)カンジ自動車商会 福島市 TEL.024-555-5131
(株)デック いわき市 TEL.0246-47-1521
    (有)榎並商会 郡山市 TEL.024-944-4100

■北関東 
●茨城県 
(株)茨城オートパーツセンター 小美玉市 TEL.0299-48-1398

(有)田崎商店 結城市 TEL.0296-32-1893
(有)ポプラ 那珂市 TEL.029-350-6501
●栃木県 
(株)栃木パーツ 佐野市 TEL.0283-23-3256
    (有)しのぶや　みどり工房 那須郡 TEL.0287-74-3077
●群馬県 
    (株)拓殖商会 伊勢崎市 TEL.0270-76-3683
カースチール(株) 前橋市 TEL.027-251-6365
カースチール(株) 東毛営業所 太田市 TEL.0276-56-6411
●新潟県 
    (株)共伸商会 新潟市 TEL.025-255-4111
(有)黒埼部品 新潟市 TEL.025-377-2410
リ・パーツ(株)坂井自動車 新潟市 TEL.0250-61-0501
●埼玉県 
    (株)３Ｒ 久喜市 TEL.0480-26-3559
    (株)ＣＲＳ埼玉 川越市 TEL.049-228-5111
リバー(株)  ELV川島 比企郡 TEL.049-299-2733

■南関東 
●東京都 
(有)オートパーツ片岡 西多摩郡 TEL.042-556-2735
    三協自動車(株) 調布市 TEL.03-3300-0685
●千葉県 
(有)オートパーツ千葉 匝瑳市 TEL.0479-73-0830

(株)

(有)オートサービス東関 千葉市 TEL.043-257-9449
(有)リサイクルガレージケーワン 船橋市 TEL.047-457-5758
(有)ベストパーツ 市原市 TEL.0436-24-4182
リバー(株) ELV柏 柏市 TEL.04-7190-0980
●神奈川県 
    (株)大橋商店 横浜市 TEL.045-761-6551
(株)ユピック 横浜市 TEL.045-642-5423
日産神奈川販売(株)
サービス本部5R推進部

横浜市 TEL.045-823-2312

(有)トライアル 横浜市 TEL.045-595-3035
    (株)杉之間 小田原市 TEL.0465-46-1082
コーエイ リサイクルパーツ・厚木店 厚木市 TEL.046-220-1441

●山梨県 
    (株)テラダパーツ甲府営業所 中巨摩郡 TEL.055-287-7761
●静岡県 
(株)ヤタパーツ 沼津市 TEL.055-921-9678
    (株)マルトシ青木 藤枝市 TEL.054-644-5656
太田部品(株) 御殿場市 TEL.0550-89-5110
(株)コーエイ 浜松市 TEL.053-462-1128
     オレンジパーツ平成 静岡市 TEL.054-253-5646
    (株)アンドーカーパーツ 下田市 TEL.0558-28-0939

■北陸 
●富山県 
(株)ハセ川自動車 滑川市 TEL.076-477-9700
    (有)山一商店 小矢部市 TEL.0766-67-2721
(有)堀川自動車商会 氷見市 TEL.0766-74-3022
●石川県 
(有)ツクダ自動車 白山市 TEL.076-276-1593
(株)金沢ヨコイ部品 金沢市 TEL.076-239-4510

(株)リペア 七尾市 TEL.0767-57-2114
(有)メタルオート北陸 小松市 TEL.0761-21-0168
●福井県 
(有)サンシャインネットパーツ 福井市 TEL.0776-57-1236
(株)ナカスジオートパーツ 坂井市 TEL.0776-51-3253
R-FACTORY 越前市 TEL.0778-43-5844

■東海 
●長野県 
(有)小諸パーツセンター 小諸市 TEL.0267-23-7588

    (株)アートパーツ長野 松本市 TEL.0263-40-2100
(株)ハセ川自動車長野営業所 中野市 TEL.0269-24-7124
(株)ハセ川自動車松本営業所 松本市 TEL.0263-50-5095
    (株)テラダパーツイイダ 下伊那郡 TEL.0265-49-8522
    (株)テラダパーツ諏訪営業所 諏訪郡 TEL.0266-78-3538
●岐阜県 
    ＫＭＩ(株) 養老郡 TEL.0584-36-0022
    エコパーツ岐阜(株) 可児市 TEL.0574-62-2328
(有)山一商店高山営業所 高山市 TEL.0577-35-5963
●愛知県 
(有)名古屋解体メイカイパーツ 名古屋市 TEL.052-736-4741

    (株)カーグリーコマゼン 弥富市 TEL.0567-68-4182
    (株)テラダパーツ 刈谷市 TEL.0566-22-3709
    (有)佐竹自動車部品 豊田市 TEL.0565-52-0015
    (有)サイトウパーツ 豊川市 TEL.0533-86-2408
    (有)川原商会 一宮市 TEL.0586-62-1757
    (有)ジーパーツ 知多郡 TEL.0569-74-1007
    (株)ワープ 岡崎市 TEL.0564-27-7022
    (株)テラダパーツ半田営業所 半田市 TEL.0569-25-0045
●三重県 
    (有)オートパーツまるも 四日市市 TEL.059-329-3987
    (有)富士クラッチ工業所 四日市市 TEL.059-325-6623
    (株)マーク･コーポレーション 鈴鹿市 TEL.059-371-6330

■関西 
●滋賀県 
(株)カンザキ 東近江市 TEL.0748-22-1389

(株)ラ・テール 京都市 TEL.075-681-3431
(株)金子商会 舞鶴市 TEL.0773-82-0130
●大阪府 
    吉村エコパーツ 羽曳野市 TEL.072-958-3454
　 (株)多田自動車商会大阪営業所 大阪市 TEL.06-6682-8861

●兵庫県 
    (株)多田自動車商会 三木市 TEL.0794-83-0162
(株)堀尾自動車部品 姫路市 TEL.079-298-4650
(株)桜井 尼崎市 TEL.06-6414-2222
●和歌山県 
(株)草山パーツ 和歌山市 TEL.073-477-0532
(株)紀南パーツ 日高郡 TEL.0739-84-2222

■中四国
●岡山県 
    クレストパーツ（(株)中村解体）倉敷市 TEL.086-446-2041
    (株)桃太郎部品 岡山市 TEL.086-244-1100
岡崎車輌部品(株) 瀬戸内市 TEL.0869-66-8511
    ウエイクパーツ(有)和気商店 岡山市 TEL.086-243-6059
●広島県 
    (株)福山セコ 福山市 TEL.084-953-3201
エコテクノ(株) 広島市 TEL.082-832-0345
    (株)エビス 安芸郡 TEL.082-884-1111
エコテクノ(株)　広島北支店 山県郡 TEL.0826-72-0333
●山口県 
    (株)オートパーツ幸城 宇部市 TEL.0836-44-2412
●鳥取県 
    (有)東和 東伯郡 TEL.0858-52-2998
    (有)西川商会 鳥取市 TEL.0857-28-9011
●島根県 
    (有)山陰ＵＰ販売 安来市 TEL.0854-23-2466
(株)山陰エコ・リサイクル 松江市 TEL.0852-72-9301
島根オートリサイクルセンター 出雲市 TEL.0853-25-9000
●香川県 
    (株)佐伯商会 高松市 TEL.087-840-3133
●愛媛県 
(有)オートパーツ新居浜 新居浜市 TEL.0897-67-1577
(株)予洲商事 今治市 TEL.0898-32-0384
●徳島県 
徳島オートパーツ(有) 板野郡 TEL.088-672-7773
    (有)青木興業 小松島市 TEL.0885-32-1875
●高知県 
(有)みうら 高知市 TEL.088-833-2072
(有)國寅商店 四万十市 TEL.0880-35-6181

■九州 

(有)

●福岡県 
(株)グッパー福岡 朝倉郡 TEL.0946-23-8093
    (有)イノクチ 筑後市 TEL.0942-53-7617
(株)エイ・ティ・エム 京都郡 TEL.093-435-2082
大成自動車(有) 粕屋郡 TEL.092-623-7000
    WARC西日本オートリサイクル(株) 北九州市 TEL.093-752-3270
    (有)オートリサイクルナカシマ福岡 筑紫野市 TEL.092-926-6008
●長崎県 
    (株)パーツライン 佐世保市 TEL.0956-33-1532
    (株)アール・トーヨー 長崎市 TEL.095-884-2781
●大分県 
    (株)オートリサイクルナカシマ 日田市 TEL.0973-23-0327
オートパルス ニホウ 宇佐市 TEL.0978-34-0034
●熊本県 
    (株)パーツランド東部 合志市 TEL.096-248-2333
    (株)オートパーツ伊地知熊本営業所 熊本市 TEL.096-364-0238
まこと商会 八代市 TEL.0965-37-1371

●宮崎県 
    (有)ユーピー宮崎 北諸県郡 TEL.0986-52-7054
●鹿児島県 
    (株)オートパーツ伊地知 鹿児島市 TEL.099-267-0468
(有)タバタ商会 鹿屋市 TEL.0994-43-2068

組合員名簿
（2025年10月現在）

(株)桜井 大阪支店 大阪市 TEL.06-6551-7777

●京都府 
(株)エコパーツ京都 八幡市 TEL.075-983-9991

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合
株式会社NGP
〒108-0075 東京都港区港南2-12-32 サウスポート品川4F
TEL：03-6705-1208　FAX：03-6705-1209
https://www.ngp.gr.jp

このレポートは、使用済み自動車の中から回収した取扱説明書をリサイクルした
紙を使用しています。
NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合では通常廃棄されるようなものから
価値あるものへ生まれ変わらせるアップサイクルに取り組んでいます。

詳しくはNGP ホームページ https://www.ngp.gr.jp/upcycle/

(株)トキオ 佐倉市 TEL.043-498-2461
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国内の自動車メーカーも長期ビジョンとして、トヨタ自動車

「2030年までに再生樹脂の利用を3倍以上に拡大」や、

日産自動車は2050年において「クルマ1台当たりの資源使

用量のうち、新規採掘資源に頼らない材料を70%にする」

など、世界はカーボンニュートラルとサーキュラーエコノ

ミーの実現に向けた取り組みを進めています。

私たちNGPは、全国のリサイクル事業者のネットワークを活

かし、使用済みになった車の適正な処理、部品のリユース、

リユースできない部分も鉄や、銅、アルミ、プラスチックなど

精緻に分別することで、資源として国内で循環させること

に重点を置いておりました。ただし、カーボンニュートラル、

サーキュラーエコノミーの実現には、私たち静脈産業だけ

ではなく、生産・販売を担う動脈産業と連携することが

重要になってきます。リサイクル産業だけに留まらず、

リソーシング産業（資源を供給する産業）へ、高品質な資源

の安定供給をしていく産業に変わっていくことが必要不可

欠であると考えております。

今後も、自動車リサイクル部品の利用拡大に取り組み、CO2

削減、ASR削減、資源循環に大きく貢献していくとともに、

NGP組合員やステークホルダーの皆様を巻き込みながら

活動の幅を広げ、地球の未来に対して果たすべき社会的

責任を全うすることが私たちの使命であると考えています。

引き続き、自動車リサイクル事業を通じてカーボンニュー

トラル、サーキュラーエコノミーの実現に貢献し、これから

を担う子どもたちへ地球環境の大切さを伝える活動を続け

てまいります。

昨年、アゼルバイジャン共和国のバクーで開催された

COP29（国連気候変動枠組条約第29回締約国会議）で

は、気候変動対策における国際的な協調がさらに前進し、

2035年までに年間3,000億ドル規模の途上国支援や、

パリ協定第6条（国際炭素市場メカニズム）に関する詳細

ルールが合意されました。これにより世界は「カーボン

ニュートラル」と「サーキュラーエコノミー」という二つの大

きな目標に向けて加速しており、産業界における構造転換

は先送りできない課題となっています。

日本においても、資源に乏しい国としての制約は一層厳しさ

を増しています。温室効果ガス排出削減に向けた「カーボン

ニュートラル」への取り組みは急務であり、同時に資源価格

の高騰や地政学リスクによる供給不安、さらには廃棄物に

伴う最終処分場の逼迫といった課題にも直面しています。

こうした状況を乗り越えるためには、従来の「大量生産・大

量消費・大量廃棄」を前提とした直線型の経済モデルから

脱却し、資源を最大限に循環させる「サーキュラーエコノ

ミー」への移行を加速させることが不可欠です。

その中で、自動車が役目を終えたとき、廃棄や再資源化をど

のように行うかは、環境負荷と資源循環に直結する重要な

課題です。

EUでは、2023年に「ELV指令」と「3R型式認証指令」を

1つにまとめた「ELV規則案」を発表し、2025年6月のEU

理事会では、新車に使用する再生プラスチックを25％、さらに

再生プラスチックのELV由来の比率を20％とすることや、

運用開始を当初の2031年から2029年になることなどが

盛り込まれており、このまま進めば2026~2028年にかけ

て各国で対応が求められることになります。

日本でも2023年3月に経済産業省が公表した「成長志向

型の資源自律型経済戦略」においてサーキュラーエコノ

ミーへの転換を積極的に進める方針が打ち出され、自動車

リサイクル業界でも、経済産業省主導でELV由来のASR

（破砕残さ） 量削減や再資源化の高度化を目的に、リサイ

クル原料の回収に取り組む自動車リサイクル事業者等に

対してインセンティブ制度を2026年から開始する予定です。

トップメッセージ

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合

理事長　小林信夫
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部品として再利用できない部分は精緻な解体、素材ごと

の徹底的な分別により、資源として循環させています。

鉄・アルミ・銅などの金属資源だけでなく、プラスチック

の分別・リサイクルにも積極的に取り組んでいます。

NGPが目指すサーキュラーエコノミー

プラス
チック アルミ

鉄
銅

タイヤ
チップ

フロンガスやエアバッ
グ、廃オイルなどを適正
に処理します。

製造

廃
車
回
収

リユース

リサイクル部品として再利用

資源リサイクル・アップサイクル

原料 修理使用

使用済み自動車の部品を積極的にリユースし、「自動車

リサイクル部品」として日本国内で再利用されています。

リサイクル部品は、新品部品と比べて大きな省資源・

省エネルギー効果、CO2削減効果があります。

01 部品として再利用

カーボンニュートラルサーキュラーエコノミー
NGPの取組み03NGPの取組み

単なる資源循環にとどまらず、廃棄物（ASR）の抑制にも取り組んでいます。

取組みの1つとして、これまでASRとして処理されていた取扱説明書をアップサ

イクル。子どもたちが自動車リサイクルについて学べる「環境教育ノート」や消臭・

除湿機能のあるノベルティ「廃車王 炭エコクック」を製作しています。

また、アウトドアストアとのコラボにより、使用済み自動車のエアバッグ・シート

ベルトをアップサイクルし、「薪バッグ」を製作しています。

02 廃棄物の抑制

資源循環

NGPの取組み

サーキュラーエコノミーの実現には様々な企業・団体との連携が不可欠なことから、以下のパートナーシップ等に参加しています。

アップサイクルの詳細は P.16 を参照

リサイクル部品による CO2 削減値 P.8 を参照

使用済み自動車をCO２削減効果のあるリユース部品や資源として100%循環させ、
ASRの埋立処分ゼロを目指します。

サーキュラーエコノミーとは？廃棄物の出ない無限リサイクル サーキュラーエコノミー（循環型経済）とは、従来の 3R の取組みに加え、既存の資源を有効活用して付加価値を生み出し、廃

棄物の発生を最小限化することで、資源利用に伴う環境負荷を低減するための経済システムです。可能な限り廃棄物を生み出

さず、限られた資源を循環させながら経済成長につなげていくとともに、温室効果ガス削減効果があり、カーボンニュートラ

ル実現にも寄与するもので、国土が狭く資源の乏しい日本ではサーキュラーエコノミーへの転換が不可欠といえます。



豊島 小豆島

岡山県

香川県

直島直島直島

宇野港

高松港

香川県瀬戸内海にある「豊かな自然に恵まれた島」

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合では、使用済み自動車の適正処理を

高度化し、その使用済み自動車から有効に活用する「リサイクル部品」を社会に

提供して、求められる持続可能な社会の実現を果たすとともに、人々の豊かな

暮らしと、子どもたちの未来のために、「人」と「車」と「地球」にやさしい組織

活動を推進してまいります。

※1「排水基準」：工場排水を川や海に流してもよいとされる基準

※2「環境基準」：人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持することが望ましいとされる基準

「環境破壊の再生には長い年月がかかり、
その代償は後世が払うということ」

豊島問題は経済成長のもと、大量生産、大量消費、大量廃棄という効率を求め

られる社会の中、都会で発生した大量のゴミが小さな島に押しつけられるという社

会問題でした。

私たちの地球は資源の枯渇、増加する廃棄物、温暖化問題など深刻な状況にありま

す。更なるリサイクル化を徹底し、限りある資源の有効利用を進め、ごみの排出量を

抑制することで環境負荷を低減し、持続可能な社会の実現を目指す必要があります。

背
景

豊
島

T
ESH

IM
A

SDGs宣言と 2030年の目標
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私たちは自動車リサイクル事業で
SDGsの達成に貢献しています。

使用済み自動車から始まる「持続可能な社会の実現」
NGP SDGs MODEL

子どもたちの教育支援
次世代を担う子どもたちの教育活動

循環型社会・ごみ削減

ベルマーク
2012年～

環境負荷の低減 /持続可能な社会へ

廃車 部品
リユース

適正処理

・廃車王で1台引き取る毎に寄付金　・廃車王全加盟店に募金箱を設置

部品1点につき
ベルマーク5点を付与
部品1点につき
ベルマーク5点を付与

募金活動

CO₂削減量に
応じて寄付金
CO₂削減量に
応じて寄付金

CO₂
削減量研究

CO2
NGP香川県豊島環境保全・再生活動

瀬戸内オリーブ
基金を通じて

瀬戸内オリーブ
基金へ寄付活動

交通遺児育英会
1991年～

資源
リサイクル

廃棄物から
環境教育ノート製作

ＮＧＰアップサイクルプロジェクト

1990 年、瀬戸内海にある香川県の豊島（てしま）で、国内最大級といわれる産業

廃棄物の不法投棄事件が発覚。 不法投棄は1970 年代後半から15 年以上にわたり、

「豊かな自然に恵まれた島」は「ゴミの島」と呼ばれるようになりました。

不法投棄された廃棄物の多くが使用済み自動車の破砕くず（シュレッダーダスト）

ということもあり、NGPにとって切り離せないものでした。

＜発覚後の流れ＞

2023年 3月 31日「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等に関する特別措置法」

の期限が到来し、香川県の産廃処理事業が終了。しかし、地下水は「環境基準」

に達していません。今後は雨水の浸透による自然浄化に委ねられており、基準

を達成されることが出来れば、県から島民側に土地が戻されます。ただ、地下

水の環境基準の到達にはさらに20年から60年以上かかると推計されています。

人と車と地球にやさしく
自動車リサイクル事業を通して、
子どもたちと地球の未来を考えます。

使用済み自動車約 1,000万台から 2,000万点以上の自動車リユース部品の生産と
適正なリサイクル処理を実施し、50 万トン以上の CO２削減に貢献します。

香川県豊島の産業廃棄物（自動車破砕くず等）不法投棄により失われた自然を取り
戻す環境再生活動を行い、 環境保全と 3R の大切さを後世に伝える活動を行います。

2030 年 NGP の目標

E
S
D
／
S
D
G
s

エコプロ
２００6年～

工場見学

バーチャル工場見学

廃棄物から
「廃車王 炭
エコクック」
製作

廃棄物から
「薪バッグ」製作

2003年10月

2017年 3月

2018年 1 月

2019年 7月

2022年 3月

2023年3月

廃棄物の撤去開始

撤去完了、廃棄物の量は91万トン以上、処理費総額は700億円以上

取り残しの廃棄物 610トン発見

再調査と撤去完了

地下水が瀬戸内海に流れ出すのを防ぐための遮水壁の撤去完了

地下水の水質が「排水基準※1」に到達

産廃特措法期限到来、整地完了

現在、自然の浄化力による「環境基準※2」への到達を目指しています。
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50
（万 t）

40

30

10

20CO₂削減値 20万 t

CO₂削減値 10万 t

NGP SDGs Challenge

2030 20162030 2016

使用済み自動車
処理台数

使用済み自動車

約41万台から
部品を再利用

2016 2017 2018 2019 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 20292020

目標 CO₂削減値

GOAL

使用済み自動車約1000万台から2000万点以上の

自動車リユース部品と適正なリサイクル処理を実施し、

50万トン以上の CO₂削減に貢献します。
2030年までの目標

GOAL

41万台約 万点

目標に対しての 2025年度活動報告 2024 年 9月～2025 年 8月

50万 t 以上

ここで
半分！

あと
わずか！

281,807 � �������

2025 年
CO₂削減値

23,436� �������

今ここ！
2025 年
CO₂削減値

23,436 � �������

2030

2024 年までの累計削減値

258,371 � �������

2025

※ブナの木1本あたりのCO₂吸収量は、国立研究開発

法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所調べ

樹齢100年、立木密度500本/haのブナ林で、

ブナの木1本あたりの平均値を算出。この数値は

ひとつの例であり、地域が違えば異なった数値に

なる。

試算条件　：

※ブナの木1本は年間約11kg の
CO₂を吸収するといわれています

目標生産数2000万点以上目標処理台数1000万台以上

CO²
CO²

CO²

CO²CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²
CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

CO²

2025 年までの達成削減値 

2025

約104
リサイクル部品の
生産販売実績

万本分の213ブナの木
CO₂吸収量に相当

約

₂
※自動車リサイクル部品産学共同研究会が、「自動車リサイクル部品による

環境負荷低減効果の研究」の結果をもとに、NGPが販売したリユース部品の

90部品（左右ある部品を含む115部品）と、リビルト部品の3部品を対象に
算出した数値です。
NGP の産学共同研究の成果については専用ホームページ「NGP エコ
プロジェクト」で公開しています。

リサイクル部品を
利用することで
CO₂削減
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香川県豊島の産業廃棄物（自動車破砕くず等）不法投

棄により失われた自然を取り戻す環境再生活動を行い、 環

境保全と3Rの大切さを後世に伝える活動を行います。
2030年までの目標

GOAL

国立公園にふさわしい姿へ原状回復

豊島事件のようなことが二度と繰り返され
ないよう、環境教育の場として活用

適切な方法で管理し、持続可能な形で次世
代に引き継ぐ

2030年までに不法投棄現場すべてが、
国立公園にふさわしい姿にもどることを
目指して活動していきます。

基金への寄付・募金活動と香川県豊島の環境保全・再生活動を行っています。

廃車 1 台ごとに、 また、 リサイクル部品を使用することで得られる CO₂ 削減量に応じて寄付金を「瀬戸内オリーブ基金 」 へ寄付しています。

瀬戸内オリーブ基金への寄付活動

リサイクル部品の利用が、
豊島の環境再生へ貢献

廃車1台が豊島の
環境再生へ貢献

廃車を1台引き取るごとに寄付
金。また、全加盟店に募金箱を設
置しています。

車の修理や車検でリサイクル部
品を利用することで得られる
CO₂削減量に応じて寄付。

香川県豊島
環境保全
再生活動

廃車
寄付

寄付

募金

瀬戸内オリーブ基金は、有害産

業廃棄物の不法投棄事件「豊島

事件」をきっかけに、2000年に

設立された NPO法人で、瀬戸内

の美しい自然を守ること、再生す

ることを目指しています。

瀬戸内オリーブ基金について

NGP は瀬戸内オリーブ基金の活動である、
「豊島ゆたかなふるさとプロジェクト」に賛同しています。

廃車王で１台引き取るごとに寄付金

廃車王全加盟店に募金箱を設置

リユース部品
（販売）

CO₂削減

CO₂削減量に応じて寄付

NGPの目指すゴール

豊島再生プロジェクトに関する
活動の詳細はこちら 
https://www.ngp.gr.jp/sdgs/teshima/ 

2024 年 10月 21 日

（左から）
サステナブル委員会 伊地知志郎担当理事
瀬戸内オリーブ基金 岩城裕理事長
サステナブル委員会 岸本恭秀委員長
サステナブル委員会 春山伸基副委員長

目標に対しての2025年度活動報告 2024 年9月～2025 年 8月

サステナブル委員会伊地知志郎担当理事、岸本恭秀委員長から、NPO法人

瀬戸内オリーブ基金の岩城裕理事長に寄付金目録を贈呈しました。

国立公園原状回復活動（岡山大学との植生回復活動）

産業廃棄物不法投棄の影響で荒れた土地に外来植物が繁殖し、変わってしまった

豊島の植生を回復するため、2015年 1月に豊島住民会議と瀬戸内オリーブ基金

が、荒廃地緑化や環境緑化を専門とする同大学の嶋教授に相談をしたことがきっ

かけで、2015年4月から植生回復の研究を開始しました。自然の回復力で植生が

戻るのが理想ではありますが、豊島に多く自生していたツツジ科の「コバノミツバ

ツツジ」などは人が補助しないと育ちにくいことから、岡山大学や豊島の小中学

校で苗木を育ててから植樹しています。 不法投棄現場は、見た目は緑が回復して

いるように見えても、本来そこに自生していた多様性の豊かさは回復していません。

NGPは不法投棄現場跡地を元の美しい豊かな状態に戻すために、2022年から

岡山大学と連携し、植生回復活動を行っています。

岡山大学が豊島の植生回復を研

究をしている区画の雑草を除去し

ました。以前の活動で撒いた土

から小さい芽が生えてきているた

め、大事な芽も刈ってしまわない

ように印を付けながら手作業で行

いました。

2024 年 10月 10・11 日

2025 年 6月 4・5日

雑草を刈る作業は定期的に実施しています。地道ですが、豊島の

植生回復にとって重要な作業です。共同研究している関係もあり、

一般社団法人日本トラックリファインパーツ協会（以下 JTP）から

4 名が参加され、作業を効率的に進めることが出来ました。

●岡山大学の植生回復活動について

●寄付金目録贈呈

雑草を刈ることによって芽の周りに日光が当たるようになり、成長を促すこ

とができます。嶋教授にレクチャーを受けながら、慎重に作業を行いました。

作業前 作業後
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目標に対しての2025年度活動報告 2024 年9月～2025 年 8月

不法投棄現場を唯一見渡すことができる展望台は、産業廃棄

物がもたらした被害の全貌を実感する重要な場です。しかし、

この場所は管理の手が行き届かないと、外来種の繁茂により

視界が遮られ、その役割を果たせなくなってしまいますので、

定期的な草刈りや環境整備を実施しています。

●不法投棄現場を見渡せる展望台の整備

瀬戸内オリーブ基金では現在１ha のオリーブ園を預かり、収穫した実からオリーブオイルを

製造し販売しています。販売による収益は、瀬戸内オリーブ基金の活動資金になるとともに、

豊島の持続可能な地域経済にもつながることから、NGPも収穫のお手伝いをしています。

昨今の猛暑により実の付きがあまりよく

なかったものの、複数の場所で2日間収穫

を行い「64.35kg」のオリーブを収穫し

ました。

オリーブ収穫

見学に来る方たちが転倒しないように足場の小石を取り除き、不法投棄現場

の全体を見渡せるように周りの雑草を除去しました。

嶋教授は、「展望台を整備して環境教育の場にしたいと考えています。そのた

めには見学に来た方々が転ばないような足場の整備や、よく見渡すための雑

草の除去が必要です。また、豊島の 自然を取り戻すために、枯れ松を伐倒し

て幼虫の発生を防ぎ、より多くの種が成長することを目指していきます。その

お手伝いを NGP さんにお願いしたい。」と語っており、植生 回復を進めると

ともに環境教育の場を作っていければ、との想いで活動を続けています。

2025 年 1 月 30・31 日

毎回、初参加者は、豊島での活動

の意義を知ることを目的に「産業廃

棄物不法投棄現場」や「豊島のここ

ろ資料館」の見学を行っています。

実際に現場で生の情報に触れること

で、豊島事件の重大さ・深刻さはも

ちろんのこと、自動車のリサイクル・

適正処理の大切さや環境の再生には

長い年月がかかることを肌で感じて

います。

不法投棄現場見学

2025年 6月 4・5日

2024年 10月 10・11 日

オリーブをイノシシから守るために、イノ

シシ除けの柵を設置しました。

柵の下から潜れないように、しっかり支

柱を差し込んでいます。

2025 年 1 月 30・31 日

JTP4名を含む、合計8名の初参加者に対して、「豊島事件」

と活動の意義について正しく理解してもらうため、見学会を

実施しました。不法投棄を起こした業者の元事務所を活用

した「豊島のこころ資料館」では、廃棄物対策豊島住民会

議の石井亨さんより「豊島事件」の歴史や、当時の悲惨な

状況、住民が一丸となって戦った話などを、当時の写真や

産廃（シュレッダーダスト）の剥ぎ取りを実際に見ながら、「豊

島事件」の歴史と不法投棄現場の現況について学びました。

その後、不法投棄現場を見学しました。

当時の廃棄量の多さを想像させられるだけでなく、豊島の

美しい自然は奪われたままであることを実感しました。

環境教育活動

見本園を拡大する活動を行いました。はじめに、雑草を除去し、土を

運び入れる準備を行います。豊島に生えている竹を切り出し、縦に割

りました。それらを紐でしっかりと結びつけ、水や土砂の流れを防ぐ

ための柵を設置しました。これにより、運び入れる土が雨などで流れ

出ないようにすることが出来ます。土は重く、大変な作業ではありまし

たが、JTPとの連携により作業を予定通り終えることが出来ました。

2025 年 6月 4・5日

豊島に訪れる方に対して、豊島事件で起きたことの理解を深めていただくと共に、

環境教育の質をより高めるための活動を行っています。

展望台へと続く階段脇には、かつて豊島に広がっていた自

然植生を再現する「見本園」を設置しています。この園では、

外来種や錯乱された現在の植生と、本来あるべき豊かな

生態系との違いを見比べることができます。

●「見本園」の整備・拡充●

嶋教授は「本来の豊島の植生が分か

るような見本園を、豊島でとれた竹

や砂を使って作ることで、いずれ腐る

もの、ゴミにならないもの、豊島の

中にあるもので完結させたいと考えて

います。」と語っており、環境教育の

場として見本園を活用してもらうこと

で、豊島にどんな植物があったのか

を知ってもらえれば、との想いで活動

を続けています。
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2025 年度の活動報告 2024年 9月～ 2025年 8月

1514

2025.01

2025.03

2025.05

2025.08

2025.05 2025.07

2024.10

2024.09/2024.11

2025.03/2025.03

2024.10

Activity
report 2024.09.01

2025.08.31

（株）NGP、「健康経営優良法人2025（中
小規模法人部門）」の認定を取得

世田谷区エコプラザ用賀にて「廃車王
は車を捨てない」と題した企画展示を
開催

第 16回～第 18回（計 3回）
NGP香川県豊島環境保全・再生活動

日本最大級の環境展
『エコプロ2024』に出展

廃車王の全国テレビ CM放送開始！

広島大学、名古屋大学、立命館大学
に対して自動車リサイクル工場見学
会を実施

第 1回～第 4回（計 4回）
「大型自動車リサイクル部品による環
境負荷低減効果の研究」～リサイク
ル部品の重量・素材の調査～

NGP×JTP 「大型自動車リサイクル部品
の環境負荷低減効果の研究」を開始

2024.10

「令和 6 年度資源循環技術・システ
ム表彰」にて「脱炭素成長型経済構
造移行推進審議官賞」を受賞

第 20回通常総会を北海道にて開催

2024.10

消費者志向自主宣言を実施し、消費者志
向経営を推進

「大型自動車リサイクル部品の環境負
荷低減効果の研究」第一弾の成果報告
を発表

令和7年8月九州豪雨

第 15 回　自動車技術基礎研修会
第 34 回　基礎研修会
第 24 回　ハイブリッド・次世代技術セミナー
第 20 回　初級生産管理者研修会・初級フロントマン研修会
第 4 回　スキャンツールセミナー
第 36 回　経営者研修会

2025.05～ 2025.08 組合員向け研修会の開催

リビルト部品の CO2 削減効果値を算出
し、NGPシステムに搭載

2024.09

2024.12

2025.01/2025.06

2025.01/2025.05

2024
2025
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2024年 9月～ 2025年 8月2025 年度の活動報告

組合の資源回収実績NGPアップサイクルプロジェクト

自動車には、鉄をはじめとする様々な素材が使用されています。NGP では、使用済み自動車から

再利用可能な部品を取り外した後、部品として再利用できない部分は、素材ごとに徹底的に分別

して最大限のリサイクルを行い、資源循環によって持続可能な社会に貢献しています。

自動車のフレーム、ドアやサスペンション等の
部品から鉄資源を回収しています。

16万9,494トン

×4

×11

奈良の大仏：約7体分

自動車の配線から銅資源を回収しています。

1,698トン

新幹線のぞみ
16両編成

7,607トン 259トン

※プラスチックは通常、回収しなければ焼却されゴミとなりますが、
新たなプラスチック製品の資源としてリサイクルされた実績です。

※銅スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。※鉄スクラップに含まれる不純物を差し引いた重量です。

（約 250トン）

（約700トン）

東京タワー：約42 基分
（約 4000 トン）

10基分

バンパーや内装材などの部品から
プラスチックを回収しています。

回収実績

アルミホイールなどのアルミ
素材の部品からアルミ資源を
回収しています。

の 回収実績の

回収実績
の

回収実績の
アルミ

鉄 銅

プラスチック

このプラスチック259トンをリサイクルすることによって、
ゴミの削減に貢献しています。

学校などにある２５ｍプール（幅：１２メートル、深さ：
１メートル）の水の重さ、約 300トンに例えると

～廃棄物から価値あるものへ～

廃車から排出される廃棄物を削減するために、これらを回収・有効活用し、

価値あるものに生まれ変わらせる取組みを行っています。

NGP UPCYCLE PROJECT 第一弾

NGP UPCYCLE PROJECT 第三弾

NGPでは、 SDGsの目標にも掲げているとおり、「3Rの大切さを後

世に伝える活動」として、子どもたちへの環境教育に力を入れて

います。廃車の取扱説明書をアップサイクルして、子どもたちが 

3Rの大切さを学べる「環境教育ノート」を製作しています。

エアバッグとシートベルトは非常に強い生地なので、アウトドア用品に

使用できるのではないかと考え、全国のアウトドア系のブランドやショッ

プに対し、コラボレーションによるアップサイクルの取組みを打診したと

ころ、アウトドアライフストア「WILD-1（ワイルドワン）」を運営する株式

会社カンセキ様よりご賛同をいただくことができました。

廃棄物となっていた取扱説明書を資源と
して有効活用し、 環境教育ノートを製作

アウトドアストアとのコラボにより、エアバッグ・シートベルトを回収し
アップサイクルした薪バッグを製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECT 第二弾

廃車の取扱説明書と梅の種を炭化させた「梅

炭」を混ぜて、2つの廃棄物を掛け合わせてアッ

プサイクルし、消臭・除湿機能のあるノベルティ

「廃車王炭エコクック」を製作しています。

2 つの廃棄物を掛け合わせて、消臭・除湿機能
がある「廃車王 炭エコクック」を製作

UPCYCLE

NGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECTNGP UPCYCLE PROJECT

UPCYCLE

多くのキャンパーからの支持を集める同社より、昨今のキャンプに欠か

せない焚火に使用する薪を運ぶためのバッグを製作してはどうかとの提

案がありました。それを受けて同社とのコラボレーションにより、エア

バッグとシートベルトをアップサイクルした薪バッグを製作しました。

杯分約0.86約
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2024年 9月～ 2025年 8月2025 年度の活動報告
組合員のSDGs 取組み状況と促進

SDGs の達成には、1 団体の取組みだけでなく、取組みを拡大させていくことが

不可欠なため、全国の NGP 組合員 1 社 1 社にも SDGs の輪を広げています。 

SDGs宣言会社一覧

（株）エビス（広島県安芸郡）

広島大学大学院先進理工系科学研究科「布施 正暁」准教授、名古屋大学工学部

環境土木・建築学科「谷川 寛樹」教授、立命館大学理工学部機械工学科「山末 英嗣」

教授らに対し、自動車リサイクル工場見学会をNGP組合員会社の株式会社エビス（広

島県安芸郡）にて実施しました。

同大学では、自動車を長く使うことによる環境負荷について研究をしており、自動車

リサイクルの流れを見学して今後の研究に活かしたいとのことで、このたび工場見学

及び意見交換会を実施する運びとなりました。

自動車リサイクル部品を生産、登録、保管、発送するまでの流れを見学する中で、

品質管理や部品情報のデータ連携など、想像とのギャップもあったということもあり

重点的に見学を行いました。意見交換の場では、樹脂やガラス素材の再資源化につ

いて、車の素材変化など、自動車と自動車リサイクルのこれからについても積極的な

意見交換が行われました。

広島大学、立命館大学、名古屋大学

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミーを視点とした工場見学会

自動車リサイクル工場見学会

日本最大級の環境展示会『エコプロ 2024』に出展　

子どもたちへの教育支援

中学生のSDGs企業訪問を受入れ

修学旅行におけるSDGs をテーマとした企業訪問学習で、中学3 年生

4名と中学1年生5名の計9名の受け入れを実施しました。

事業内容やSDGs への取組みを動画で紹介し、廃車の部品の実物を

見ながら、解体や素材ごとの分別について学んでいただきました。

また、香川県豊島の環境保全・再生活動やNGP アップサイクルプロ

ジェクトなどの具体的な取り組みも紹介し、自動車リサイクルの流れ、

資源リサイクルの大切さを伝えることができました。
さいたま市立宮前中学校
（埼玉県さいたま市）

四日市市立西朝明中学校
（三重県四日市市）

2024年12月4日～6日に東京ビッグサイトで開催された日本最大級の

環境展『エコプロ2024』に出展しました。

地球温暖化、資源の枯渇、増え続ける廃棄物といった問題を背景に、

サーキュラーエコノミーが注目される中で、NGPは「自動車リサイクル

が環境に優しい」ということを、サーキュラーエコノミーを軸とした動画

とクイズで、より深く理解してもらうためのブースにしました。更に、

動画を視聴し、アンケートに回答していただいた方には、自動車のエン

ブレムをプレゼント。

展示物としては、自動車やリサイクル部品、通常廃棄されるものを利用

したアップサイクル製品、自動車からリサイクルされる鉄、銅、アルミな

どの実物を展示しました。

アンケートの結果からも、「動画とクイズで学べること」、「リサイクル

部品などの展示物」に対しての評価が最も高く、子どもから大人まで、

自動車リサイクルが環境にやさしいこと、サーキュラーエコノミーを

実践していることを伝えることができました。

2025年 2月20日 2025年 5月 14日

（株）辻商会

（有）まるふく八田商会

（株）ビークル

（株）ケーエー車輌

（有）オカダオートパーツ

釧路オートリサイクル（株）

（株）ボールド

（株）ライズコーポレーション

（有）むつパーツ

（株）福島リパーツ

（株）ナプロアース

（株）エコブリッジ

（有）榎並商会

（株）共伸商会

（株）茨城オートパーツセンター

（株）拓殖商会

（有）しのぶやみどり工房

（株）３Ｒ

（株）CRS埼玉

（株）マルトシ青木

（株）大橋商店

三協自動車（株）

（株）杉之間

オレンジパーツ平成

（株）アンドーカーパーツ

（株）金沢ヨコイ部品

（有）山一商店

（有）名古屋解体メイカイパーツ

（株）カーグリーコマゼン

ＫＭＩ（株）

（株）テラダパーツ

エコパーツ岐阜（株）

（有）佐竹自動車部品

（有）小諸パーツセンター

（有）サイトウパーツ

（有）オートパーツまるも

（有）川原商会

（株）アートパーツ長野

（有）ジーパーツ

（株）ワープ

（有）富士クラッチ工業所

（株）マーク･コーポレーション

（株）吉村解体（吉村エコパーツ）

（株）多田自動車商会

（株）福山セコ

クレストパーツ（株）中村解体

（有）山陰ＵＰ販売

（株）佐伯商会

（株）桃太郎部品

（株）オートパーツ幸城

（有）東和

（株）エビス

ウエイクパーツ（有）和気商店

（有）西川商会

（有）青木興業

（株）オートリサイクルナカシマ

（株）パーツライン

（株）オートパーツ伊地知

（有）ユーピー宮崎

（株）アール・トーヨー

（有）イノクチ

（株）パーツランド東部

ＷＡＲＣ西日本オートリサイクル（株）

（有）オートリサイクルナカシマ福岡

（株）オートパーツ伊地知（鹿児島県鹿児島市）

鹿児島市立桜洲小学校の4・5

年生17名（公益財団法人 自動

車リサイクル促進センター主

催）、鹿児島市立錦江台小学校

の5年生108名、合計125名が

工場を訪れました。

鹿児島市立桜洲小学校、鹿児島市立錦江台小学校

2024年 10月25日

南さつま市立金峰学園の5年生

39名、鹿児島市立吉野小学校

の5年生188名、合計227名が

工場を訪れました。

南さつま市立金峰学園、鹿児島市立吉野小学校

2025年 5月27日、30日

2025年 1月 17日

ベルマーク運動交通遺児育英会の活動支援

保護者の交通事故が原因で経

済的に修学が困難となる子ども

たちが一人でも減ることを願って、

NGP は1991 年より 34年間、売上の

一部を交通遺児育英会の

「あしながおじさん奨学金制

度」に寄付しています。

2011年3月11日に

発生した「東日本大

震災」をきっかけに、

全国の子どもたち

のためにベルマーク

支援活動を開始
子どもたちの
ために

品質
OK !

ベルマーク付き
ギャランティシール

NGPリサイクル部品に貼付
される「NGPギャランティ
シール」にベルマーク5点
を付与

●2012 年 2月ベルマーク協賛加盟

工場見学では、役割を終えた自動車が工場に入庫するところから、エアバッグやオイルなどの適正処理、リユース部品の生産、鉄や銅などの

資源分別、解体の流れを各工程で詳細に説明しました。また、子どもたちからは「1日何台の車を作業するのか？」など多くの質問があり、関心

の高さがうかがえました。
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自動車リサイクル部品
環境貢献書

記載の CO₂数値は、地球温暖化係数（GWP）をもとに、5 つの温室効果ガス（CO2/CH4/N2O/SF6/PFC）を CO₂換算した数値を使用しています。
詳細につきましては「NGP エコプロジェクト」のサイト（以下 QR コード）をご参照ください。

※1 記載の CO₂数値は、「NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合」「富山県立大学」「明治大学」との産学共同研究の結果をもとに算出しています。

※2 NGP グループの集計するリサイクル部品利用に伴うカーボンオフセット効果は、NGP グループに帰属します。
（NGP グループ以外のリサイクル部品利用に伴う CO₂削減量はこの限りではありません）

（株）●●●オートサービス　様

貴社は自動車リサイクル部品利用に伴う CO₂ 削減に
下記のとおり貢献いたしました。

リサイクル部品利用に伴う CO₂ 削減貢献
  リサイクル部品利用点数　︓10 点
  CO₂ 削減量 gk213︓（※1）（※2）

対象期間︓yyyymmdd ～ yyyymmdd

eco

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合
株式会社 NGP

2024 年●●月●●日

自動車リサイクル
環境貢献書

記載の CO₂数値は、地球温暖化係数（GWP）をもとに、5 つの温室効果ガス（CO2/CH4/N2O/SF6/PFC）を CO₂換算した数値を使用しています。
詳細につきましては「NGP エコプロジェクト」のサイト（以下 QR コード）をご参照ください。

※3 記載の CO₂数値は、「NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合」「富山県立大学」「明治大学」との産学共同研究の結果をもとに算出しています。

※1 生産したリサイクル部品が販売された際に削減される見込み CO₂削減量となります。

※4 車 1 台から回収される一般的な資源と、それぞれの平均重量です。

（株）●●●オートサービス　様

貴社は NGP グループへの車両提供により、リサイクル部品の生産に伴う
CO₂削減と資源の有効活用に下記のとおり貢献いたしました。

リサイクル部品生産に伴う CO2 削減貢献
  リサイクル部品生産点数    ︓10 点
  CO2 削減量 gk213︓

対象車両台数    　︓５台

（※2）（※3）

（※1）

対象期間︓yyyymmdd ～ yyyymmdd

eco

資源の有効活用貢献
  鉄       　︓12,345kg
  銅 　   　 　 　︓500kg
  アルミ     　︓100kg

（※4）eco

eco

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合
株式会社 NGP

2024 年●●月●●日

※2 NGP グループの集計するリサイクル部品利用に伴うカーボンオフセット効果は、NGP グループに帰属します。

2025 年度の活動報告 2024年 9月～ 2025年 8月

2013年5月より、NGPは自動車リサイクル部品の環境貢献度を「見える化」し、ユー

ザーの理解と選択を後押しすることで、サーキュラーエコノミーの実現に貢献すること

を目的として、富山県立大学・明治大学との「自動車リサイクル部品産学共同研究会」

を開始しました。現在、リユース部品は90部品（左右ある部品を含むと115部品）、リビ

ルト部品は3部品についてCO2削減貢献量を算出しました。引き続き、リサイクル部品の

調査対象を増やすと共に、部品に利用される材料の変化にも対応するなど、研究を積

み重ねてまいります。

（2024年9月～2025年8月は、WEBでの会議を10回、工場調査を2回実施）

方針を決めるための事前調査を、JTP加盟の

(株)新井商会様（兵庫県姫路市）にて実施しま

した。リサイクル部品生産時のCO2排出量を

把握するためトラック入庫～解体、リサイク

ル部品生産までの工程を見学し部品の生産

工程についてデータを取りました。

カーボンニュートラル・SDGsの取組み支援

NGPでは、自動車リサイクルをする中で得られる環境貢献度を利用して、損害保険会社様、

自動車リース会社様、自動車販売業者様、自動車整備工場様等の自動車関連事業者様が

カーボンニュートラル・SDGsに取組むことが可能となるサービスを行っています。

NGP産学共同研究

NGP×JTP 「大型自動車リサイクル部品の環境負荷低減効果の研究」を開始

第1回

使用済み自動車の提供でアップサイクルに参加

再生紙
（古紙100%）

身近なもので
環境貢献をPR

製紙工場 再生紙を利用した製作物

この活動をSDGｓに
絡めると新たな活動、
目標設定が可能にな
ります。

チラシ・紙袋・封筒
パンフレットなど

環境に配慮した

リユース部品の積極的な
活用で環境に貢献

NGPへ使用済み自動車の
提供で環境に貢献

NGPグループ以外から購入したリユース部品
でも算出できます。（別途情報提供の必要あり） 

CO2
削減値

証明書を発行 証明書を発行

SDGｓへの取組みのきっかけに
具体的な数値で環境貢献度をPR

CO2削減
見込値

資源の
有効活用

提供した
台数の

取扱説明書
回収・保管

詳細はこちら

2024.9.10～11

2024年9月6日

2024年10月21日

新品部品生産時のCO2を算出するために、キャ

ビンとエンジンの調査を実施しました。NGPか

ら3名、富山県立大学から3名、JTPから6名が

参加し、総勢12名での調査となりました。

第 2回 2024.11.28～29

新たに2台のキャビンの解体および構成部品の

調査、エンジンの洗浄工程の調査を行いました。

NGPから8名、富山県立大学から4名、JTPから

9 名が参加し、総勢21名での調査となりました。

第 3回 2025.3.3～5

エンジン、トランスミッション、キャビンの未調査

項目の調査を行いました。NGPから3名、富山

県立大学から4名、JTPから6 名が参加し、総勢

13名で実施しました。今後は調査データをもとに

各工程、部品の環境負荷の調査を行います。

第4回 2025.3.27～28

NGPは、一般社団法人日本トラックリファインパーツ協会（以下、JTP）と、富山県立大学、明治大学との産学共同で「大型

自動車リサイクル部品による環境負荷低減効果の研究」を開始しました。JTPは、トラックに特化した唯一のリサイクル

団体として、使用済みトラックの解体・リサイクルを行うとともに、取り外したリサイクル部品の流通を担っています。カー

ボンニュートラルとサーキュラーエコノミーへの転換を進める中で、大型自動車のリサイクル部品が環境負荷削減に大き

く寄与することを示し、その普及拡大を目指しています。

リビルト部品3部品のCO2 削減数値を算出

2025年5月28日

第一弾の成果として、エンジン・トランスミッションのCO2削減効果を発表しました。今回は、国内メーカーの大型

トラック（積載量15tクラス）を対象に、エンジンおよびトランスミッションのリユース部品についてCO2排出量を比較。

1部品のみでも大きな環境貢献となることが明らかになりました。今後はさらに対象車種や部品を拡大しながら、

研究成果を通じてリユース部品の環境価値を広く発信し、利用拡大に向けて今後も取り組んでまいります。

NGP×JTP 「大型自動車リサイクル部品の環境負荷低減効果の研究」第一弾の成果報告を発表

◀詳しくはこちら

リビルト部品の3部品（スターター、オルタネーター、ACコンプレッサー）のCO2削減効果値が算出できるようになりました。

提携リビルトメーカーである、プラスワン株式会社様（東京都練馬区）のご協力のもと、アライ技研株式会社様（埼玉県比

企郡）にて実施しました。リビルト部品はリユース部品と比べて生産工程が複雑で、工程によってCO2排出量の大小に差が

あることから、調査を重ねて行いました。CO2削減効果値を算出するための推定式も、様々な角度から検討し、立式に時間

を要しましたが、算出できるようになりました。引き続き、調査対象の拡充など研究を行います。
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2025 年度の活動報告 2024年 9月～ 2025年 8月

NGPが運営する廃車買取サービス「廃車王」

NGPは「どんな車も買い取ります！」をキャッチコピーに、2014年1月より廃車買取サービス「廃車王」を展開しています。

加盟店は全国のＮＧＰ協同組合の組合員約150拠点で、国内唯一の経済産業大臣認可団体という安心感と、自動車の

適正処理、徹底した3Rによる環境貢献を強みに、高価買取を行っています。

また、引き取ったお車1台ごと、更にお車からリサイクル部品を生産し、使用されることで得られるCO₂削減量に応じて、

香川県豊島の環境を再生させることを目的に「瀬戸内オリーブ基金」へ寄付をしています。お客様のお車が廃車王を通

じて持続可能な社会の実現に貢献します。

テレビ CMを通じて、高価買取だけではなく、使用

済み自動車をリユース・リデュース、リサイクルして

地球環境に貢献していることを伝えました。

エコプラザ用賀は東京都世田谷区の3R活動の拠

点となっている施設です。3Rの普及・啓発を目的

とした様々な展示を開催する中で、この度 NGPに

展示の機会をいただきました。「廃車王は車を捨て

ない」と題し、自動車の3Rの大切さを知ってもら

える企画展示を行いました。

第 15回 自動車技術基礎研修会

三大信条をはじめとしたNGPの基本理念をしっかりと体得する

ための研修会であり、研修生同士が協力し合って様々な試験を

乗り越え、ビジネスマンに必要な能力を身に着けました。

車体構造や修理技法、自動車基礎構造知識について、実車を

用いて学びました。

第 34回 基礎研修会

組合員向け研修会の開催 

2025年5月27日～29日 BumB東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

あいおいニッセイ同和自動車研究所
（静岡県裾野市）

開催日 開催
場所

開催日 開催
場所

2025年5月21日～23日

第24 回  ハイブリッド・
　　　　次世代技術セミナー

業務における心構えやNGPシステムの活用方法などについて学

ぶとともに、小林信夫理事長からNGPの理念やこれまでの活動

に関する講話を受けました。

ハイブリッドシステムの種類や構造を学ぶとともに、低圧電気取

扱特別講習、HVシステム実車解説、高電圧部品脱着作業、ASV

基本知識と作動点検、エーミング調整などの実習を通じて、電動

車に対する知識を深めました。

第 20回 初級生産管理者研修会
　　　　初級フロントマン研修会

2025年7月15日～17日 BumB東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

あいおいニッセイ同和自動車研究所
（静岡県裾野市）

開催日 開催
場所

開催日 開催
場所

2025年6月19日～20日

2025年8月25日～28日 BumB東京スポーツ文化館
（東京都江東区）

あいおいニッセイ同和自動車研究所
（静岡県裾野市）

開催日 開催
場所

開催日 開催
場所2025年7月29日～30日

第 4回 スキャンツールセミナー

NGPの歴史や各委員会の取り組み、NGP三大信条の意義、NGP

グループの一員として果たすべき役割や経営者としての行動と

心構えを学びました。

スキャンツールの歴史や、なぜスキャンツールを使う必要がある

のか、利用方法など基礎から応用まで学びました。

第 36回 経営者研修会

「廃車といえば廃車王」、業界No.1のサービス提供のため加盟店会議実施

2024年 11月 15日、業界 No.1の対応品質を目指して、顧客満足度

向上を目的とした「廃車王」加盟店向け会議を実施しました。

今回は、加盟店に寄せられた感謝の言葉や、過去のクレームなど

の共有を行い、特にクレームになりやすい事案については注意喚

起と再発防止を全体に促すとともに、お客様に安心して任せていた

だけるように、本来あるべき対応について議論を深めながら対応

方法の確認を行いました。

お客様から廃車王に頼んでよかったと思われるように、サービス

品質向上に向けた取組みを継続してまいります。

全国テレビCM放映

世田谷区エコプラザ用賀企画展示

2025.01

2025.04

NGPが廃車王で引き取った車を適切にリサイクルす

ることで、サーキュラーエコノミーを実践している

ことを、来場された小中学生・高校生を中心に伝え

ることができました。

「エコプロ2024」出展2024.12

廃車王の SDGs



2025 年度の活動報告 2024年 9月～ 2025年 8月

令和6年度資源循環技術・システム表彰 被災地復興支援活動

一般社団法人産業環境管理協会が主催する「令和6年度資源循環技術・シ

ステム表彰」において、「カーボンニュートラルの実現に資する自動車リユース

部品でサーキュラーエコノミーへの移行を加速」というテーマで「脱炭素成長

型経済構造移行推進審議官賞」を受賞しました。資源循環において非常に

大事な取組みであるリユースを促進することで、サーキュラーエコノミー・カー

ボンニュートラルの実現に寄与するとともに、資源循環に係る長年の取組み

が持続可能な循環型社会の実現に貢献している点が高く評価され、審議官

賞の受賞に至りました。

NGPは地震や豪雨による洪水や土砂など被害を受けた車両の引き上げ、処理活動などを通して被災地支援を行っています。

2011年の東日本大震災をはじめ、近年頻発する記録的な豪雨や台風などの自然災害は、地域の交通や生活に深刻な影響を及ぼしており、

被災した車両の適切かつ迅速な回収は、復旧活動を支える重要な役割を担っています。これまでも全国の加盟事業者ネットワークを活かし、

全国各地の災害時において、各エリアの加盟事業者を中心に被災地支援を継続してきました。NGPは、今後も積極的に被災地支援活動を

行っていきます。

鹿児島県鹿児島市に専用ヤードを設置。最初に被害を受けた鹿児島

県では、対策本部をいち早く立ち上げ、地元の組合員会社が被災地

の復興支援を迅速に行いました。

熊本県八代市と合志市の2か所に専用ヤードを設置。特に被害の

大きかった熊本県では、九州支部、中四国支部の組合員会社が被災

地の復興支援を行いました。

福岡県北九州市に専用ヤードを設置。福岡の組合員会社が連携し、

被災地の復興支援を行いました。

24 25

消費者志向経営の推進

消費者志向経営とは、事業者が目指す持続可能な社会の姿に消費者が共感することで、両者が共

創・協働して社会価値を向上させる経営のことです。NGPは2025年7月に「消費者志向自主宣言」を

行い、消費者志向経営に参加しています。

私たちNGPは、「お客様第一」を基本理念に掲げ、自動車リサイクルを通じて資源の有効活用と環境

負荷の低減を図り、循環型社会の構築に貢献することを使命としています。安心・安全で信頼される

取り組みを通じて、持続可能な社会の実現に向け、消費者の皆様とともに歩んでまいります。

組合員会社130社のうち100社※が取得。
全社取得に向け鋭意邁進中！

● 2018 年 11 月 :「ISO45001」をプライベート認証取得
● 2016 年 9 月 :「ISO9001/14001/27001」を業界初となる一括合同認証取得

※2025年9月時点

ISO 一括合同認証取得

健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）の認定取得

●令和7年8月6日からの低気圧と前線による大雨に伴う災害

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合の関連会社である株式会社NGP（東京都港区、代表取締

役：佐藤幸雄）は、経済産業省と日本健康会議が実施する健康経営優良法人認定制度において、「健

康経営優良法人2025（中小規模法人部門）」の認定を取得しました。

株式会社NGPでは、2022年9月に中堅・若手社員による「健康経営プロジェクト」を立ち上げ、「運動

機会の増進」「食生活の改善」「メンタルヘルス対策」の3点に重点を置いて取り組みを拡大しました。

今後もより一層、健康経営の充実を図ってまいります。

NGPはこれら ISOマネジメントシステム
に裏付けられた組合活動・企業経営によ
り、自動車リサイクル事業を通して地域
社会とお客様、さらにはすべてのステー
クホルダーの皆様のご期待にお応えする
活動を推進していきます。

熊本県 

鹿児島県 福岡県

令和７年８月６日からの低気圧と前線による大雨により、九州地方を中心として各地で多数の住宅等に

浸水被害が生じました。NGPは、すぐに災害対策メンバーを中心に情報を整理し、8日に「災害対策本

部」 を現地に設置しました。さらに、専用のヤードを、特に被害の大きかった熊本県に2か所、鹿児島県

に1か所、福岡県に1か所の計4か所立ち上げ、12日に被災車両の引取り活動を開始しました。お盆期間

ではありましたが、九州の組合員が連携し被災地ごとにヤードを分散配置することで、現場からの車両

搬入をスムーズにし、迅速な処理、被災地復興支援を行いました。

ISO 9001, ISO 14001, ISO 27001
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沿　革 組合概要

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合 株式会社NGP

●所在地：

●創 立：1985 年 4月

●代表者：理事長　小林 信夫

●組合員数：130 組合員、156 拠点

●事業内容：

●所在地：

 

●設立：1990 年 11 月

●代表者：代表取締役　佐藤 幸雄

●事業内容：

  

●許認可：

健全な自動車リサイクル事業の構築を目指し、全国組合員

企業の経営意識向上、意識改革までの「企業の社会責任」を

遂行し、補修部品の消費者へ啓蒙と販売
NGPシステムの運営管理

損害保険会社及びリース会社使用済み自動車引取窓口業務

ISO14001 コンサルティング

その他サポート

株式会社 NGPは、NGP日本自動車リサイクル事業協同組合の

関連会社です。

協同組合と一元一体体制のもと、NGPグループ支援を中心に

事業展開をしております。

［本部］

〒108-0075  東京都港区港南 2-12-32 サウスポート品川 4F

TEL： 03-6705-1208

FAX： 03-6705-1209

URL： https://www.ngp.gr.jp/
〒108-0075  東京都港区港南 2-12-32 サウスポート品川 4F

TEL： 03-6705-1212

FAX： 03-6705-1201

URL：https://www.ngp.co.jp/ 

古物商許可 : 東京都公安委員会第 301090207822 号

引取業者登録番号 :20131004378

「お客様第一！」

「よりよい商品を！より正確に！より早く！」

「補修部品業界のリーダーたること！」

SDGsの達成には、1団体の取組みだけ
でなく、様々な団体と連携しながら
取組みを拡大させていくことが不可
欠なため、国が設置しているプラッ
トフォームに参加しています。

●受賞歴

  1月

 2月

3月

2016年 10月 「中小企業団体全国大会」にて「優良組合」 

2021年 2月

3月

「第17回LCA日本フォーラム表彰」にて
「経済産業省 産業技術環境局長賞」 

12月 「第22回グリーン購入大賞」にて
「大賞・経済産業大臣賞」

「令和3年度気候変動アクション環境大臣表彰」 

2022年

2023年

 「第5回エコプロアワード」にて「経済産業大臣賞」 

「第2回クルマ・社会・パートナーシップ大賞」にて
「グッドパートナー事業」

「脱炭素チャレンジカップ2023」にて「奨励賞」

NGPパーツ王「ヤフオク!ベストストアアワード2022」にて
「急上昇ストア賞」

 3月「NIKKEI脱炭素アワード2023」にて「奨励賞」
　NGPパーツ王「ヤフオク! ベストストアアワード2023」にて
「自動車パーツ部門賞」

2024年

10月 「令和6年度資源循環技術・システム表彰」にて
「脱炭素成長型経済構造移行推進審議官賞」

9月

「第24回中小企業組織活動懸賞レポート」にて「本賞」 

NGP三大信条

11月 「2022年度持続可能な社会づくり活動表彰」にて
「資源循環活動賞」

1985年 4月 九州3社により「西日本グッドパーツグループ」としてスタート

1987年 3月 本部設立、事務所を福岡に開設

4月 「日本グッドパーツ（NGP）グループ」に名称変更

1989年 6月 NGP オンラインネットワーク完成

1990年 11月 株式会社エヌ・ジー・ピーを設立(現：株式会社NGP）

1991年 1月 「NGPニュース」を創刊

1998年 10月 「リサイクル部品協力店」14,000 店達成

2000年 5月 大東京火災海上保険（株）（現：あいおいニッセイ同和損害保険株式
会社）との間でリサイクル部品供給、及び全損車両回収業務提携

2003年 9月 ＮＧＰグループ本部を東京都港区に移転

2004年 10月

2005年 6月 ＮＥＣソフトとの協同開発による新ＮＧＰシステム完成

11月 廃車買取サイト「くるマック」全国展開（現：廃車王）

2006年 12 月 エコプロダクツ2006に出展（以降、毎年出展）

2007年 9月 ISO9001認証取得（NGP組合本部）

10月 ユーザー向けに優良な整備事業者を紹介するＷｅｂサイト
「ＮＧＰエコひろば」開設

2012年 4月 リユース部品にベルマークをつけてベルマーク運動に協賛

10月 業界初のテレビCM放映開始

2013年 1月 全国自動車整備協業協同組合協議会とのリサイクル部品流通に
関する提携合意調印

5月 「自動車リサイクル部品産学共同研究会」を発足

12月 廃車買取サイト「くるマック」を「廃車王」にリニューアル

2014年 3月 「東日本自動車解体処理協同組合」と業務提携

2015年 9月 ISO9001・14001合同認証取得（ 組合本部/組合員70社）

4月 CO₂削減効果値の理論的根拠の発表

9月 ISO27001合同認証追加取得（ 組合本部/組合員101社）

10月 NGP創立30周年記念式典を開催

「中小企業団体全国大会」にて「優良組合」として表彰

2017年 8月 「NGP産学共同研究会」主要売れ筋部品「91.4%」の
CO₂削減効果値を算出

10月 「ブロードリーフ」と業務提携

2018年

2020年

2019年

4月 「廃車王」業界初の全国テレビCM放映

7月 SDGs宣言及び取組み推進活動開始

1月 ＮＧＰシステム大幅改良（一般向け形状マスター化）

2008年 9月 海外向けNGP個社ダイレクトシステム運用開始

1999年 6月 ＮＧＰグループ本部を東京に移転

2009年 3月 リターナブル梱包材運用開始

2010年

2016年 3月 「クルーバー」とNGPシステム連携開始

11月 ISO45001合同認証追加取得（組合本部/組合員101社）

2021年

2022年

2月 「第17回LCA日本フォーラム表彰」にて
「経済産業省 産業技術環境局長賞」を受賞

5月 「NGPバーチャル工場見学会」開始 

6月 「ビィ・フォアード社」と業務提携 

「NGPアップサイクルプロジェクト」始動

3月 「第24回中小企業組織活動懸賞レポート」にて「本賞」を受賞

12月 「第22回グリーン購入大賞」にて「大賞・経済産業大臣賞」を受賞

「令和3年度気候変動アクション環境大臣表彰」を受賞

3月

10月

「NIKKEI脱炭素アワード2023」にて「奨励賞」を受賞

「令和6年度資源循環技術・システム表彰」にて
「脱炭素成長型経済構造移行推進審議官賞」を受賞

9月 業界初の取組みとなる自動車リサイクルを通じたカーボン
ニュートラル・SDGsの取組み支援サービスを開始

日本国内最大級の自動車リサイクル部品の在庫共有ネットワーク
「オールリサイクルパーツネットワーク」が誕生

NGPグループ本部を東京都港区高輪から同区港南に移転

4月

7月

2023年

2024年

（株）NGP「健康経営優良法人2025（中小規模法人部門）」認定取得3月2025年

NGP協同組合が「第5回エコプロアワード」にて
「経済産業大臣賞」を受賞

11月 「2022年度持続可能な社会づくり活動表彰」にて
「資源循環活動賞」を受賞

1月 「第2回クルマ・社会・パートナーシップ大賞」にて
「グッドパートナー事業」に選定

2月 「脱炭素チャレンジカップ2023」にて「奨励賞」を受賞

3月 NGPパーツ王「ヤフオク!ベストストアアワード2022」にて
「急上昇ストア賞」を受賞

5月 NGP パーツ王「ヤフオク!店」及び
「Yahoo!ショッピング店」をオープン

「ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業協同組合」設立(経済産業省所管）

NGPパーツ王「ヤフオク!ベストストアアワード2023」にて
「自動車パーツ部門賞」を受賞




